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「チーム医療推進のための大学病院職員の人材養成システムの確立」 

事業結果報告書 
大 学 名 九州大学 

取 組 名 称 先進的チーム医療の推進とその安全性確立 

取 組 期 間 平成２３年度 ～ 平成２５年度 （３年間） 

事業推進責任者 病院長 久保 千春 

Ｗｅｂサイ ト  

取 組 の 概 要 近年の高度先進医療の飛躍的な進歩により、わが国でもさまざま

な難治性疾患に対する診断法、治療法の改善が進んでいる。九州大

学病院は特定機能病院として積極的に高度先進医療に取り組んでき

たが、高度で先進的な医療に対しても安全で安心できる医療の提供

が必要であり、さらに患者の社会的・心理的な観点及び生活への十

分な配慮も求められる。そのためには、医師や看護師のみならず、

薬剤師、理学療法士、管理栄養士、臨床検査技師、臨床心理士、ソ

ーシャルワーカーや地域連携サービス、緩和ケアチーム、地域の医

療機関や介護福祉機関が連携したチームを形成し共通の認識のもと

で多職種間協働を図りながら医療水準の向上に努めることが必要で

ある。本事業では、多職種間連携型教育プログラムや専門能力の向

上を目指した教育プログラムを開発し、先進的医療を安全で効率的

な医療サービスとして提供することを目標とする。 

 

 

取組の実施状況等 

Ⅰ．取組の実施状況 

(１)取組の実施内容について 

それぞれの医療チームにおいて患者のデータベースや周術期管理のマニュアルを

作成し、情報の共有化を行うとともに、移植医療チームは、看護師や薬剤師等に対し

て疾患の基礎知識、移植の成績、注意すべきポイントに関する講義を行った。 

 

また、退院在宅医療支援チームは、退院調整ラウンドの対象を３１部署に拡大し、

専門性を持つ退院調整担当医師及び看護師を窓口として、長期入院患者や退院困難な

患者の支援方法を検討した。 
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各学会参加や先進的施設への視察で情報収集を行い、危険予知トレーニングを組み込

んだ教育プログラム、移植患者管理マニュアル及び在宅療養に特化したコーディネー

トマニュアルを作成し、業務の効率化、適正化を行った。 

 

多職種から構成するＷＧで医療機器の調査を行い、調査に基づく患者への危険度リス

クが高い医療機器を選び、医療機器を安全に使用するためのマニュアル作成並びに日

常点検項目を作成し、マニュアルに沿った運用を行った。 

 

 
 

医療従事者への意識調査の実施、患者データベースの構築、蓄積や講演会、研究会、

セミナー等の開催，教育プログラム・マニュアルを作成し、多職種連携の強化・効率

化を増やした。 
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(２)取組の実施体制について 

ロボット手術医療、心臓移植医療、肝臓移植医療、膵臓・腎臓移植医療、小腸移植

医療の５領域において、それぞれの医療チームにおいてすでに連携して教育活動を行

っている医師と看護師に加えて、理学療法士、薬剤師、管理栄養士、臨床検査技師、

臨床心理士、ソーシャルワーカーを含めた多職種の教育・指導のために新規プログラ

ムを設置した。また医療チームの安全管理危険予知教育プログラムのE-ラーニングシ

ステムを構築し、必要な専門知識教育ならびに社会保険や介護・地域連携などの講習

を行い、職種間の連携として月数回の定期カンファレンスにおいて情報を共有しお互

いに議論できる環境を整備した。 

 

(３)地域・社会への情報提供活動について 

地域医療機関への啓発活動のため、院内・外の多職種の対象者に「在宅医療機器利

用者への支援」をテーマに研修会を開催、また、毎年『退院調整事例研究会』を開催

した。これらを通して先進的医療について地域医療機関、介護福祉機関との間で課題

を抽出し対策を講じた。また、移植医療チームにおいては、脳死下臓器提供施設の管

理者、救急医、看護師、その他医療従事者を対象とした臓器移植、脳死下臓器提供に

関する啓発活動を行った。なお、市民公開講座「移植といのち」を開催した。 

 

    退院調整事例研究会 

 

 

Ⅱ．取組の成果 

ロボット手術医療、心臓移植医療、肝臓移植医療、膵臓・腎臓移植医療、小腸移植

医療の５領域の先進的医療について、多職種が連携したチームが共通の認識の下で重

点的な教育・講習・指導・会議を集中的に行うことで、それぞれの先進的医療の質や

安全性が向上し、また高度化・複雑化に伴う業務の増大への医療スタッフの負担の軽

減が期待される。 

医療の質を上げることにより個々の患者さんの満足度が向上すると共に、先進的医

療に対する多くの国民の不安を解消するための一助となることが期待される。 

またこれらの医療を受けた後の患者さんの長期的な介護や療育は、生命予後の改善の

みならず退院後の生活の質が改善し患者さんの満足度も向上することが期待される。

患者の病状が悪化した際にも病状悪化を早期発見し早期の受診を促進するシステム

が構築されることで未然に重症化を防止し、結果として先進的医療の長期的な有効性

と安全性の改善にも寄与できる。 
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移植レシピエント及びドナーのデータベースを作成することで各移植症例の状態

を多職種間で把握することが可能となるとともに、周術期管理のマニュアルを作成

し、情報の共有化をすることに及び移植専門医・レシピエントコーディネーターによ

る移植適応評価委員会の開催により、臓器移植医療の質の向上やより安全な移植医療

に貢献できた。また、定期的なカンファレンス、勉強会、合同会議やメール等で協議

することで関係者全体の協力体制強化を図れることが可能となり、連携体制の強化に

繋がった。よって、肝臓移植においては肝臓専門医を中心に総合的治療戦略が確立し、

肝移植後 C 型肝炎再発に対する治療成績の著しい向上が得られるとともに、肝移植施

行数が年間５０例を超え、全国２位の年間症例数になった。 

医療連携に係る退院支援ラウンドでは、３１病棟へ定期的に実施することで、短時

間に直接面談し、医師、看護師、社会福祉士による積極的な意見交換が出来、開始当

初約５０件／月の退院支援困難事例の把握が約２００件／月に増え入院早期からの

退院支援依頼を促した。ちなみに、退院支援件数は、平成２３年度１，１３４件、平

成２４年度１，５７２件、平成２５年度１，８９１件と増加した。また、新生児集中

治療室からの退院調整についてはケアカンファレンスの実施により、数年に渡る長期

入院患者の退院が成立し在宅療養へ移行した。 

 

 

医療安全に関し、国際的医療安全指標の一つであるＪＣＩ（Joint Commission 

International）認証を受けている国内外の認定施設の視察により国際的な医療安全 

の基準を理解でき、安全の根拠を示す必要性や職員間のコミュニケーションが大切な

ことを認識できた。また、危険予知トレーニングを組み込むＥラーニング作成コンテ

ンツの機器一式を導入し、４８のＥラーニングコンテンツの元原稿を作成し、元原稿

を基に複数の新採用者向けの教育プログラム・教材を作成できるようになった。 
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専門能力向上教育に関して、それぞれの職種毎に患者さんに直接関わる医療機器を

リストアップすることで医療機器の把握ができ、研修会等で医療機器の安全使用にお

ける専門能力向上教育プログラム内容、安全使用マニュアルについて紹介、意見交換

を行うことで、プログラム作成メンバー以外の職員に関する医療機器の安全使用につ

いての動機付けができるとともに、安全使用マニュアルの作成により経験年数に左右

されずに日常点検から検査までの一連の流れや取扱に関して学びながら従事するこ

とができ、医療事故防止に繋がることが確認できた。  

 

 

 

退院支援患者データベースと連携医療機関データベースを作成し、データを蓄積に

より診療科別、年齢別、退院支援スクリーニング別、地域別等の分析が可能となった 

学内外に与えた波及効果として、マニュアルの作成、定期的なカンファレンス、退院

支援ラウンドの実施等で、多職種に係るチーム間の連携強化とモチベーションの向上

に繋がった。また、市民公開講座「移植といのち」を開講し、多くの受講が有り、地 

域への移植に関する啓蒙や情報発信を行った。 

なお、在宅医療推進に向けた在宅人工呼吸器や在宅酸素療法患者への支援体制につ

いて「医療と暮らしを支える在宅医療機器利用患者の支援」をテーマに在宅酸素業者

の担当者及び人工呼吸器利用患者専門の訪問看護ステーション管理者による研修会

に医師、看護師等を含む１４６名の参加を得た。 

おって、補助人工心臓装着患者の在宅医療中の管理に情報端末を導入することで医

師、臨床工学士、看護師の連携に基づく補助人工心臓の管理の合理化を進めることが

できた。 

さらに退院調整事例研究会の開催により、地域医療機関との連携強化に繋がるとと

もに院内外の医療者への情報提供及びスキルアップに繋げることができ諸々の取り

組みに大きな期待が寄せられている。 

 

Ⅲ．評価及び改善・充実への取組 

本事業による評価法について、①医療の質の改善（それぞれの医療チームの症例

数・カンファレンスの回数）、②多職種スタッフへの教育活動評価（開催した講習会

の受講状況）、③経済的支点（医療チームの病院収入の変化）が挙げられる。 

①のそれぞれの症例数について、以下のとおりである。 

心臓移植医療チーム２４例（心臓移植手術症例：平成２３年度１例、平成２４年度２

例、平成２５年度２例 補助人工心臓植え込み術症例：平成２３年度６例、平成２４ 

年度７例、平成２５年度６例） 
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肝臓移植医療チーム１３３例（平成２３年度３１例、平成２４年度５２例、平成２５

年度５０例） 

膵臓・腎臓移植医療チーム２９１例（平成２３年度：生体腎移植７７例、生体膵腎移

植１例、脳死下膵腎移植１例、脳死下膵単独移植１例、脳死下腎移植１例、平成２４

年度：生体腎移植９５例、生体膵移植１例、脳死下膵単独移植１例、脳死下膵腎移植

２例、脳死下腎移植２例、心停止下腎移植２例、平成２５年度：生体腎移植１０１例、

生体膵移植１例、脳死下膵腎移植１例、脳死下膵移植２例、心停止下腎移植２例） 

なお、カンファレンスにおいては、頻繁に開催した。 

②の開催した講習会の受講状況について、以下のとおりである。 

平成２３年度５５０名：日本臓器移植研究会学術集会１３０名、福岡腎移植勉強会２

５名、福岡腎移植講演会２５名、全身管理歯科セミナー３０名、九大病院南８階研修

会４０名、在宅医療機器利用患者への支援１４６名、肝移植勉強会２０名、危険予知

活動実践セミナー４８名、第１回退院調整事例研究会８６名 

平成２４年度９８７名：臓器移植講演会５０名、大学病院と地域医療の連携強化を目

指して１５３名、福岡腎移植講演会２５名、福岡腎移植セミナー２５名、臓器移植講

演会６０名、第６回北部九州山口小児外科研究会（合同症例検討会）５０名、九州大

学小児外科合同症例検討会５０名、南８階病棟移植医療勉強会４０名、地域医療連携

における医師の役割７５名、医療安全管理研修会「危険を読める医療人になろう」１

２８名、九州大学母子総合研究リサーチコアカンファレンス５０名、第２５回日本小

腸移植研究会１００名、九州大学小児外科合同症例検討会５０名、第２回退院調整事

例研究会１３１名 

平成２５年度１，２７５名：九州大学小児外科合同症例検討会５０名、重症心不全治

療講演会３０名、九州大学母子総合研究リサーチコアカンファレンス５０名、九州地

区植込型補助人工心臓実施施設会議１０名、医科歯科連携の診療体制について－周術

期を中心として－１５３名、福岡腎移植講演会２５名、第７回北部九州山口小児外科

研究会（合同症例検討会）５０名、医事法を理解する（全７回）のべ２００名、第１

回ＶＡＤ患者さんの集い５０名、危険予知トレーニング演習３０名、第１１３回九州

大学小児外科合同症例検討会５０名、医療から介護につなぐリハビリの現状１６８

名、福岡腎移植セミナー２５名、第２回ＶＡＤ患者さんの集い５０名、コメディカル

業務の拡大と医師の指示・医療の安全（医療安全研修）３０名、第１１４回九州大学

小児外科合同症例検討会５０名、第３回退院調整事例研究会１７４名である。 

③の医療チームの病院収入の変化について、以下のとおりである。 

退院在宅医療支援の退院支援件数は、平成２３年度１，１３４件、平成２４年度１，

５７２件、平成２５年度１，８９１件で退院調整加算金額は平成２３年度４３３，６

００円、平成２４年度８８２，７００円、平成２５年度１，４１１，７００円である。 
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以上、①医療の質の改善、②多職種スタッフへの教育活動評価、③経済的支点の３点

について実施・改善している。 

 

Ⅳ．財政支援期間終了後の取組 

ロボット手術医療、心臓移植医療、肝臓移植医療、膵臓・腎臓移植医療、小腸移植

医療の５領域の先進的医療について、本事業において、周術期管理の情報共有・マニ

ュアル化並びに教育プログラム・各講習・研修で個々のスタッフの知識と技術レベル

向上とともに多職種間のスムーズな連携を図ってきたが、引き続きマニュアルの更

新、さらなる先進的医療の質や安全性の向上を図る。 

先進的医療に不可欠な「安全」に焦点をあてた多職種連携型教育において、Ｅラー

ニングコンテンツの元原稿を４８作成し、元原稿を基にＥラーニングに４教育用コン

テンツを導入しており、７月以降を目途にＥラーニングを開始予定である。今後、九

州大学病院の管理とするための組織を検討中であるが、元原稿からより多くの教育用

コンテンツの作成並びに管理を引き続き行い、医療の質・安全性の向上を高めていく。 

医療機器に関する専門能力向上教育について、医療機器安全マニュアルの作成によ

り経験年数に左右されず日常点検から検査までの一連の流れや取扱に関して学びな

がら従事することが可能になったので、今後医療従事者個々人が実践しながら医療事

故防止を図っていく。 

退院在宅医療において、退院支援患者データベースと連携医療機関データベースを

作成し、平成２２年度～平成２５年年度の退院支援患者のデータの蓄積により、退院

支援データベースの分析を進め、引き続き退院調整担当医師や退院調整看護師へ情報

を提供し、早期の退院支援を図っていく。また、今後も九州大学病院主催の退院調整

事例研究会等を開催し、地域医療機関との連携強化と情報発信を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成23年度～平成25年度 「チーム医療推進のための大学病院職員の人材養成システムの確立」事業

取組大学：九州大学
取組名称：先進的チーム医療の推進とその安全性確立

○取組概要 近年の高度先進医療の飛躍的な進歩により、わが国でもさまざまな難治性疾患に対する診断法、治療法の改善が進んでいる。九州大学病院は特定機能病院として積極的に高度先進
医療に取り組んできたが、高度で先進的な医療に対しても安全で安心できる医療の提供が必要であり、さらに患者の社会的・心理的な観点及び生活への十分な配慮も求められる。そのためには、医
師や看護師のみならず、薬剤師、理学療法士、管理栄養士、臨床検査技師、臨床心理士、ソーシャルワーカーや地域連携サービス、緩和ケアチーム、地域の医療機関や介護福祉機関が連携した
チームを形成し共通の認識のもとで多職種間協働を図りながら医療水準の向上に努めることが必要である。本事業では、多職種間連携型教育プログラムや専門能力の向上を目指した教育プログラ
ムを開発し、先進的医療を安全で効率的な医療サービスとして提供することを目標とする。


